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Summary

　The　effec 【 of 　Ied （R）to　far−red （FR ）photon　fiux　density　Iat 正o　in　transparent　light　on 　the　growtb　Qf

pak　choi　under 　high　temperaturc　was 　 examined 　to　 test　if　stem 　 elongation 　 of 　seedl 正ngs 　 can 　be
controlled ．　Experiments　were 　conducted 　under 　three　light　conditions　using 　films　with 　differing　RIFR
ratios ；transparent　film　and 　films　with 　low　transparency　for　red 　and 　far−red 　light（reduced 　red 　light　and
reduced 　far− red 　light，　respectively ），

　The 　RIFRIa1io （600
−700　nmnOO

−800　nm ）was 　1．05　in　Ihe　tTansparent　film，0，67　in　the　reduced 　red

light　film，　and 　1．66　in　the　reduced 　far−red　l孟ght　film，　Stcm　lengths　of　pak
−
choi 　seedlings 　exposed 　to

29 °

！25 ℃ （day！night ）were 　significantly　shortel　under 　reduced 　far− red 　light　and 　significantly 　longer
undeHeduced 　red 　light　than　those 　grown 　under 　transparent　film，　Leaf　width 　did　not 　differ　betwcen　the
transparent　film　and 　reduced 　far− red 　light　but　that　under τeduced 　red 　light　was 　significantly 　narrower ．
Our　results 　indicate　that　stcm 　lengths　of　pak−choi　seedlings 　can　bc　controlled ，　 even 　under 　high
temperature 　conditions ，　by　using 　covering 　them　with 　mateTial 　which 　increase　the　R！FR 　ratio 　under

natural 　light．

Key　Words： far−red 　 light，　 pak−choi ，　 RIFR　 photon　 flux　 density　 ratio
，
　 red 　 light，　 stem

elongation ．

緒　　言

　セ ル ト レ イ を用 い た 育苗法 は，葉菜類 で 広 く普及 して

い る．こ の 育苗法は密植条件 と な りや す い た め ，高温お

よび低 日照下 で は苗が徒長す る こ とが多い．徒長 した苗

は，機械移植 時 に茎 や 葉 が 損傷 した り，植え 付け ら れ た

苗の 姿勢が 不安定 と な っ た り して，生育不良 の 原因 とな

る こ とか ら，育苗時 に は苗 の 伸長を制御す る技術が求め

られ て い る，

　人 工 光源を用 い た 研究 に よ り，植物 の 茎 の 伸長 に は赤

色光 ノ遠赤色光光量子束密度比 （R！FR 比 ）が影響す る こ と

が 知 ら れ て い る （Morgan ・Smith，1976）．近年，こ の

RIFR 比 を 自然光下 で 高め る フ ィ ル ム が 開発 さ れ （村上 ら，

2000年 10 月 30 日 　受付．2001 年 3 月 16 日 　受 理．

本報 告の 一部 は 1997年 の 園 芸学 会秋季大会 に お い て 発表 した．

1995），こ の フ ィ ル ム の 自然光 下 で の 透過 光は レ タ ス．ト

マ ト，キ ュ ウ リの草丈お よ び節間の伸長を抑制す る こ と

が報告さ れ て い る （浜本ら，1996），しか し，苗 が よ り伸

長 しや す い 高温条件で ，こ の フ ィ ル ム の 効果 に つ い て 検

討 した報告は ほ とん ど な い ．

　そ こ で 本報告で は，高温条件下 に お い て ，野菜 セ ル 苗

の 茎 の伸長 を抑制す る こ と を目的 と して ，透過光 の R／FR

比が異な る 3種類の フ ィ ル ム を用 い て，高温条件下 で チ ン

ゲ ン サ イ の セ ル 苗の 生育を比較 した ．

材 料 お よ び 方 法

1．栽培 装 置 の 設 置

　試験 は 1997年 1月に農林水産省野菜 ・茶業試験場 で 行

っ た．縦 100 × 横 60 × 高さ 60cm の骨組み を，1cm 角

の 木材を用 い て 3個作製 し，自然光型 フ ァ イ ト トロ ン 内に

設置 した．そ れ らに 下記 の よ う な光透過特性を有す る 3
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種類の フ ィ ル ム を そ れ ぞ れ展張 した，フ ィ ル ム は光の 吸

収極大値 を 670nm に もつ 特殊色素 RI，755　nm に もつ

FRI を そ れぞ れ添加 した ビニ ル，お よ び透明ビニ ル ［三井

化学 （株 ）
‘TRC ’

］の 3種類で ，そ れ ぞ れ の フ ィ ル ム を展張

した区を赤色光減少区，遠赤色光減少区 お よ び透明区 と

した．な お 透明区 に は，他 の 処理 区 と同程度の 光合成有

効光量子束密度 （PPFD ）と な る よ うに 白寒冷紗を被覆 し

た．フ ァ イ ト トロ ン 内の 設定温度は 昼温 34 ℃，夜 温 23

℃ と した．な お，昼 温 は 6時 一・18 時，夜温 は 18 時 〜6時

とした ，

2．供 試植 物 お よ び 調 査 方 法

　供試 した チ ン ゲ ン サ イ （Brassica　campestris 　L ．）品種 は

‘

青帝
’
［サ カ タの タ ネ （株）］で あ る．1997 年 1月 3 日に ，

市販 の 育苗培養土 ［新健苗 くん，大塚産業（株 ）1を詰め た

セ ル トレ イ ［ラ ン ドマ
ー

ク （株 ）】に T1 穴 あ た り2粒を播

種 した，播種後 3 日目まで の 期間 は フ ァ イ ト トロ ン 内で

光条件を変えず に 育成 した，発芽がそろ っ た播種後 4 目

目か ら上記 の 被覆資材下 で 栽培 し，播種後 6 日 目に 1穴 あ

た り 1株とな る よ う調整 した．播種後 14 日目か らは液肥

OKF −1【大塚化学 （株 ）］の 700倍液を毎 日与 え た．な お．

供試 ト レイ は ，
200穴 の セ ル トレ イ を 30穴 （5 × 6）に 切 り

取 っ た もの で あ る，播種後 25 日 目に ， 草丈，葉数，葉長，

葉幅，茎長を調査 した ．草丈は 地際部よ り葉 の 最長点ま

で の 長 さ と し，茎長は 同 じ く地際部よ り生長点ま で の 長

さとした．葉長お よ び葉幅は第 2本葉に つ い て 測定 した

が，葉長 は葉柄を含む長 さ と した，各処理区 に は 30穴の

セ ル トレ イ 2個を用い た が，生育調査は各 トレ イ とも周辺

の 株を除 い た 12株 に つ い て 行 っ た、

3，分 光 分 布 お よ び 温 度 の 測 定

　分光分布は携帯型波長別光 エ ネル ギ ー分析器（ラ イ カー

社製 LI−1800C）で 測定 した、各処理区の RIFR 比 は村上

ら （1993）の 定義域 （600−・700nm1700〜800nm ）を 用い た．

各処理 区 の 床の 中央部で 床面 か ら 15cm の 高さ に 温度記

録計 【RT −10，タ バ イ エ ス ペ ッ ク （株 ）1の セ ン サ
ー

を設置

し，気温を 1時間お き に 実験終了 日 まで 毎 日測定 した ．実

験期間 の 1日 の 平均気温 は，1時間お きの 気温 の 平均値と

した．

結 果 お よ び 考 察

　快晴日で あ っ た 1996年 12月 4 日 の 正午近 くの 各処理

区 に お け る光条件をig　1表 に 示 した，光合成有効光量子

束密度 （PPFD ）は，透明区で 330 μmol ・m
−2 ・sec

−1
，赤色

光減少区で 334μ mol ・m
−2 ・sec

．1
，遠赤色光減少区 で

316 μmo レ m
−2・sec

−1
で あ っ た ．　 RIFR 比 は 透明区 で

1．05，赤色光減少区で 0．67，遠赤色光減少区で 1．66 で あ

っ た．

　昼 温 34 ℃，夜温 23 ℃ に 設定 した フ ァ イ トトロ ン 内に

お け る各処理区の 平均昼温 は 28．9〜29．6℃ ，平均夜温 は

24．8〜25．5 ℃ で あ り，設定温度よ り低 く推移 した、しか

し，処理区間 で の 温度差 は 0．7℃ に と ど ま り，被覆 した フ

ィ ル ム が各処理区内の 気温 に 及 ぼ す影響は小さ い もの と

考え られ た．

Tab 藍e　1．　Spectral　distributions　and 　red 　light！far．red　llght　photon　fiux　dcnsity　ratios 　of　transpalent

　　　 light　wiIhin 　the　three　cultural 　condidons ．

Covering　devices
Wave 　length（nm ）　 400 −500Photon

月ux 　dens孟tゾ（μmol ・m
冒z ・sec

−1

）

500 −600　　　　600−700　　　　700　800
　　　　　 R ，tFR 　photon　fiux

400　700　　　　　density　ratioy

　Transparent

Rdiminished

FR 　diminished

ズ
OrOO

／

4rO

【
」

ll6139121 168129156 16019394 330334316 1．050

．671

．66

zSpectral
　distributions　were 　measured 　on 　December 　4，

1996，　using 　a　poTtable　spectroradiomet 巳1．
yRed

　light！far−red 　light　photon　flux　density　ratio 　was 　determined　by　dividing　light　photon　fiux　density　of

600 −700nm 　by　that　at　700　800　nm ．

Table　2．　The　effeα of　red　light／far　red 　light　phoIon　flux　density　rat 孟o　on 　the

　　　 growth　of
‘Seitei’pak

−
choi 　seedlings 　grown　under 　29

°125℃ （day！nigh1 ）．

　　　　　　　　 Plant　height
Covering　devices
　　　　　　　　　　（cm ）　　　　Number

Leaf
　　　　　　　　　　 Stem　lengtb
Length 　　 Width 　　　 （cm ）
（cm ）　 　 （cm ）

Transparent

Rdiminished

FR −diminished

15．6aげ

159bl4

．6a

4，8a4

，6a4

，9a

9．5ab9

．Oa9

．9b

4．Ob3

、3a4

．Ob

7．78b8

．77c6

．51a

z
　Means 　followed　by　a　different　letter　within 　a　column 　are 　significantly 　different　at　590

1evel，as　deteTmined　by　Tukeゾs　test、
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　第 2表に 各処理 区に お け る チ ン ゲ ン サ イ の 苗 の 生育を

示 した，草丈，葉長，葉幅お よ び 茎長 に 処理間 で 有意差

が認め られ た，す な わ ち，透明区 に 比べ ，R！FR 比 が 高 い

遠赤色光減少区 で は茎長 が 短 く，R！FR 比が低 い 赤色光減

少区 で は，茎長 が長か っ た．また ， 赤色光減少区で は透

明区 に 比 べ て 葉幅 が 狭か っ た．遠赤色光減少区の 草丈お

よ び 葉長 は 透明 区と同程度 で あ っ た が ，赤色光減少区 よ

りも草丈が低 く， 葉長が長か っ た．

　浜本 ら（1996）は，透過光 の RIFR 比 が 1．54以上 の 被覆

資材は，こ の 比 が 自然光 に 近 い 1．29 の 被覆資材よ りも レ

タ ス ，トマ ト，キ ュ ウ リの茎の伸長を抑制 した こ と か ら，

野菜 の 形態形成の 制御に 有効で あ る と して い る，セ ル 育

苗 は葉菜類を中心 に 急速に 普及 して い る が ，夏季 の 高温

下 で は徒長 しや す い ．本報告で は晴天 日正 午 の PPFD が

316〜334 μmol ・m
−2 ・sec

’1
と低 く，よ り徒長 しや す い 条

件で あ っ た が ，昼 温 29 ℃，夜温 25 ℃ の 高 い 温度条件下

で も，RIFR 比が高 い 場合に は茎が 短 くな っ た，こ の こ と

は RIFR 比を高め る こ と に よ っ て ，高温条件下 で もセ ル 苗

の 茎 の 伸長 を抑制 で き る可能性 を示唆す るもの と考え ら

れる，

摘　　要

　野菜 の セ ル 苗 の茎 の伸長を抑制す る こ と を 目的と して ，

高温条件下 で 透過光 の R／FR 比 が チ ン ゲ ン サ イ の 生育に及

ぼ す影響を検討した ．実験は透過光の RIFR 比が 異な る透

明フ ィ ル ム （透明区），赤色光 と遠赤色光 の 透過率の 低 い

フ ィ ル ム （そ れ ぞ れ赤色光減少区，遠赤色光減少区 ）を展

張 した 3種類の光環境下 で 行 っ た．

　R／FR 比 （600〜700　nm ！700 〜800　nm ）は 透 明区 で 1．05，

赤色光減少区は 0．67
， 遠赤色光減少区は 1．66で あ っ た．

チ ン ゲ ン サイの 茎長は，日中 29 ℃，夜間 25℃ の 温度条

件下 で は透明区に 比べ て遠赤色光減少区 で 有意に 短く，赤

色光減少区で有意に長か っ た ．葉幅は透明区 と遠赤色光

減少区で は差が認め られ な か っ た が，透明区に 比べ て 赤

色光減少区 で 有意 に 狭 か っ た．以上 の こ と か ら，自然光

下 で RIFR 比を高め る被覆資材を用 い る こ とで ，高温条件

下で もセ ル苗の 茎の 伸長を抑制で き る 可能性 が 示唆 され

た．
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